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暴 す る 権 確
力 る 者 の 認
団 た は 移 す
事 め 、 転 る
務 の 当 又 た
所 措 該 は め
の 置 所 地 の
用 を 有 上 措
に 講 権 権 置
供 ず の 、 を
さ る 移 賃 講

、 の 違
又 供 反
は 与 す
暴 を る
力 さ 行
団 せ 為
の て に
運 は 係
営 な る
に ら も
資 な の

関 由 し 利
し が 、 益
、 あ 当 の
暴 る 該 供
力 場 利 与
団 合 益 が
の は の 暴
威 、 供 力
力 こ 与 団
を の を の
利 限 し 活

又
は
当
該
不
動
産
の
買
戻
し

明 と し
し 。 よ
た う
場 と
合 す
に る
は と
、 き
催 は
告 、
を 次

れ よ 転 借 ず
る う 等 権 る
こ 努 に そ よ
と め 係 の う
と な る 他 努
な け 契 の め
る れ 約 使 る
こ ば の 用 も
と な 締 及 の
を ら 結 び と
知 な 前 収 す

す い で
る 。 あ
疑 る
い こ
が と
あ を
る 知
と り
認 な
め が
る ら

用 り て 動
し で は を
て な な 助
は い ら 長
な 。 な し
ら い 、
な 。 又
い た は
。 だ 暴

し 力
、 団

を
す
る
よ
う
努

五 め
な
け
れ

す に
る 掲
こ げ
と る
な 事
く 項
当 を
該 そ
契 の
約 内

り い に 益 る
な 。 、 を 。
が 当 目
ら 該 的
、 契 と
当 約 す
該 の る
所 相 権
有 手 利
権 方 の

と 、
き 当
は 該
、 利
当 益
該 の
取 供
引 与
の を
相 受

法 の
令 運
上 営
の に
義 資
務 す
又 る
は こ
情 と
を と
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言
、
指
導
そ
の
他
の

２ 第 （
少 十 青 該 り

青 年 九 少 暴 同
少 が 条 年 力 項
年 暴 に 団 に
の 力 県 対 事 規
育 団 は す 務 定
成 の 、 る 所 す
に 排 暴 教 が る

２
五 四 三 二

前
項 前 博 図 児
の 各 物 書 童
規 号 館 館 福
定 に 法 法 祉
は 掲 法（ （
、 げ 昭 昭 （

第 （
一 十 暴 所

す 八 力 有
る 学 条 団 第 権
専 校 事 四 の
修 教 暴 務 章 移
学 育 力 所 転
校 法 団 の 青 等

事 開 少 に（ （

２ 第 （
よ 十 不 ば

不 う 七 動 な
動 助 条 産 ら
産 言 の な
に そ 不 所 い
つ の 動 有 。
い 他 産 権
て の に の

適
切
な
措
置
を
と
る
よ
う
努
め

携 除 力 育 、 区
わ の 団 等 他 域
る 重 へ の の 内
者 要 の 措 暴 に
は 性 加 置 力 お
、 に 入 ） 団 い
暴 つ を の て
力 い 防 も 運
団 て 止 の 営
へ 認 し と さ
の 識 、 し れ
加 す か て る

こ る 和 和 昭
の も 二 二 和
条 の 十 十 二
例 の 六 五 十
の ほ 年 年 二
施 か 法 法 年
行 、 律 律 法
後 こ 第 第 律
に れ 二 百 第
開 ら 百 十 百
設 に 八 八 六
さ 準 十 号 十

高 昭 務 設 年 係
等 和 所 及 に る
課 二 は び 対 契
程 十 、 運 す 約
を 二 次 営 る の
置 年 に の 暴 締
く 法 掲 禁 力 結
も 律 げ 止 団 の
の 第 る ） の 代
に 二 施 影 理
限 十 設 響 又
る 六 の を は

所 必 つ 移
有 要 い 転
権 な て 等
の 措 所 の
移 置 有 代
転 を 権 理
等 講 の 等
の じ 移 を
代 な 転 す
理 け 等 る
又 れ の 者
は ば 代 の

る
も
の
と
す
る
。

入 る つ 開 こ
を た 、 設 と
防 め 青 さ と
止 の 少 れ な
し 教 年 、 っ
、 育 に 又 た
か が 対 は も
つ 行 す 運 の
、 わ る 営 に
暴 れ 暴 さ つ
力 る 力 れ い

れ ず 五 ） 四
た る 号 第 号
暴 も ） 二 ）
力 の 第 条 第
団 と 二 第 七
事 し 条 一 条
務 て 第 項 第
所 公 一 に 一
で 安 項 規 項
あ 委 に 定 に
っ 員 規 す 規

。 号 敷 排 媒
以 ） 地 除 介
下 第 の す を

一 周 る し「
専 条 囲 た て
修 に 二 め は
学 規 百 の な
校 定 メ 措 ら
」 す ー 置 な
と る ト い
い 学 ル 。

媒 な 理 責
介 ら 又 務
を な は ）
す い 媒
る 。 介
者 を
は す
、 る
当 者
該 は
不 、

団 よ 団 た て
員 う の 場 は
等 必 影 合 、
の 要 響 は 適
活 な を 、 用
動 措 排 こ し
に 置 除 の な
よ を す 限 い
る 講 る り 。
被 ず た で た
害 る め な だ

て 会 定 る 定
そ 規 す 図 す
の 則 る 書 る
開 で 博 館 児
設 定 物 童
後 め 館 福
に る 祉
同 施 施
項 設 設
各
号

う 校 の
。 区（
） 大 域

学 内
を に
除 お
く い
。 て
以 は
下 、

こ

動 当
産 該
が 所
暴 有
力 権
団 の
事 移
務 転
所 等
の を
用 し

か も 、 い し
ら の 学 。 、
青 と 校 あ
少 す 、 る
年 る 専 暴
を 。 修 力
保 学 団
護 校 の
す そ も
る の の
た 他 と

に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
施
設

「
学 れ
校 を
」 開
と 設
い し
う 、
。 又
） は
及 運
び 営
同 し

に よ
供 う
さ と
れ す
る る
こ 者
と に
と 対
な し
る 、
こ 前

め の し
、 教 て
青 育 運
少 機 営
年 関 さ
に に れ
対 お て
し い い
、 て た
助 青 当

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ

法 て
第 は
百 な
二 ら
十 な
四 い
条 。
に
規
定

と 条
を の
知 規
り 定
な が
が 遵
ら 守
、 さ
当 れ
該 る

六
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第 第
二 二
十 十
六 五
条 条

法 第
人 十

八（

第 第（ （
二 公 二 適
十 安 十 用

第 四 委 三 上
七 条 員 条 の
章 会 注

前 規 こ 意
罰 各 則 の ）
則 条 へ 条

３ ２ 第
け 又 二

前 公 た は 十
第 項 安 者 虚 二
六 の 委 が 偽 条
章 規 員 正 の

定 会 当 説 公
雑 に は な 明 安
則 よ 、 理 若 委

第（ （
公 め 第 二 勧
表 に 二 十 告
） 必 項 一 ）

要 の 条
な 規
勧 定 公
告 に 安
を 違 委

第 （
定 二 二 説
め 項 十 明
る の 条 又 第
と 規 は 五
こ 定 公 資 章
ろ に 安 料
に 違 委 提 説
よ 反 員 出 明

法 条
人 第
で 一
な 項
い の
団 規
体 定
で に
代 違
表 反
者 し
又 て

に の 例
定 委 の
め 任 適
る ） 用
も に
の 当
の た
ほ っ
か て
、 は
こ 、
の 国

る 前 由 し 員
弁 項 な く 会
明 の く は は
の 規 そ 資 、
機 定 の 料 第
会 に 勧 の 二
の よ 告 提 十
付 る に 出 条
与 公 従 を の
に 表 わ し 規
つ を な た 定
い し か と に

す 反 員
る す 会
こ る は
と 行 、
が 為 第
で が 十
き あ 二
る っ 条
。 た 第

と 一
認 項
め 若

り す 会 の 又
、 る は 請 は
当 疑 、 求 資
該 い 第 ） 料
行 の 十 提
為 あ 二 出
を る 条 、
し 行 第 勧
た 為 一 告
者 が 項 及
そ あ 若 び
の る し 公

は 暴
管 力
理 団
人 事
の 務
定 所
め を
の 開
あ 設
る し
も 、

条 民
例 の
の 権
施 利
行 を
に 不
つ 当
い に
て 侵
必 害
要 し

て よ っ き よ
は う た は り
、 と と 、 説
山 す き 公 明
口 る も 安 又
県 場 、 委 は
行 合 同 員 資
政 に 様 会 料
手 は と 規 の
続 、 す 則 提
条 当 る で 出

る し
と く
き は
は 第
、 二
公 項
安 、
委 第
員 十
会 四
規 条

他 と く 表
の 認 は
関 め 第
係 る 二
者 と 項
に き 、
対 は 第
し 、 十
、 当 四
説 該 条
明 行

の 又
を は
含 運
む 営
。 し
以 た
下 者
こ は
の 、
項 一
に 年

な な
事 い
項 よ
は う
、 に
公 留
安 意
委 し
員 な
会 け
規 れ

例 該 。 定 を
公 め 求（

平 表 る め
成 に と ら
七 係 こ れ
年 る ろ た
山 者 に 者
口 に よ が
県 対 り 正
条 し 、 当
例 、 そ な

則 （
で 第
定 十
め 二
る 条
と 第
こ 三
ろ 項
に に
よ 係
り る

（
又 為 第
は の 十
資 内 二
料 容 条
の を 第
提 明 三
出 ら 項
を か に
求 に 係
め す る
る る 部

お 以
い 下
て の
同 懲
じ 役
。 又
） は
の 五
代 十
表 万
者 円

則 ば
で な
定 ら
め な
る い
。 。

第 弁 の 理
一 明 旨 由
号 の を な
） 機 公 く
第 会 表 当
三 を す 該
章 与 る 説
第 え こ 明
三 な と 若
節 け が し
の れ で く

、 部
当 分
該 を
行 除
為 く
を 。
し ）
た 、
者 第
に 十
対 六

こ た 分
と め を
が に 除
で 必 く
き 要 。
る な ）
。 限 、

度 第
に 十
お 六
い 条

若 以
し 下
く の
は 罰
管 金
理 に

七 人 処
又 す
は る
法 。

規 ば き は
定 な る 資
の ら 。 料
例 な 前 の
に い 条 提
よ 。 の 出
る 勧 を
。 告 せ

を ず
受 、

し 条
、 第
暴 二
力 項
団 又
の は
排 第
除 十
の 七
た 条

て 第
、 二
公 項
安 又
委 は
員 第
会 十
規 七
則 条
で 第
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別 山
ン が 山 表 口
接 ん 口 山 県
種 等 県 口 資
緊 ワ 子 県 金
急 ク 宮 地 積

け促 チ 頸 域 立い

自 基

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 二 資
県 第 十 金
資 三 二 積
金 十 年 立
積 八 十 基

２ １（ （
は 経 施
、 こ 過 こ 行
適 の 措 の 期
用 条 置 条 日
し 例 ） 例 ）
な の は
い 施 、
。 行 平

２
か 法 人
、 法 人 若

附 法 又 し人
人 は くで

則 を 人 はな
被 に 人い
告 対 の団
人 し 代体

殺 金
促 子 対 条
進 宮 策 例

けを 頸 緊い （
図 が 急 昭
る ん 強 和
こ 等 化 六
と ワ 基 十
。 ク 金 年

チ の 山
ン 項 口
の の 県

立 号 二 金
基 月 条
金 二 例
条 十 の
例 一 一
の 日 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条

の 成
際 二
現 十
に 三
運 年
営 四
さ 月
れ 一
て 日
い か
る ら
暴 施

又 て 理に
は も 人つ
被 、 、い
疑 同 使て
者 条 用前
と の 人項
す 罰 その
る 金 の規
場 刑 他定
合 を のの
の 科 従適
刑 す 業

接 次 条
種 に 例
の 次 第

の 三
よ 号

る 中 う ）
と 欄 に の
認 に 加 一
め 掲 え 部
る げ る を
経 る 。 次

る 例
条 を
例 こ

こ
に
公
布
す
る
。

力 行
団 す
事 る
務 。
所
（
第
十
八
条
第

用
事 る 者が
訴 。 があ
訟 、る
に そ場
関 の合す 法にる 人は法 又、律 はその 人の規 の

費 設 の
の 置 よ
財 の う
源 目 に
に 的 改
充 を 正
て 達 す
る 成 る
と す 。
き る
。 た

二
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る

代定 業表を 務者準 に又用 関はす し管る 、理。 前人 条
が の
、 違
そ 反

め
知
事
が
必
要
が
あ

山
口
県
知
事

二

も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

の 行
訴 為
訟 を
行 し
為 た
に と
つ き
き は
法 、
人 行
で 為

井

関

成

は
、
同
条
第
一
項
の
規
定

な 者
い を
団 罰
体 す
を る
代 ほ
表 か
す 、
る そ
ほ の

八
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ス
ポ
ー
ツ
交
流
ま

第 第 山
三 山 二 口
条 口 条 県
各 県 の ス
号 立 表 ポ
列 下 に ー
記 関 次 ツ
以 武 の 交

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 二 ス
県 第 十 ポ
ス 三 二 ー
ポ 十 年 ツ
ー 九 十 交

こ
の 動 山
条 附 促 口
例 進 県
は 則 基 県
、 金 民
公 活
布

別
表 金 進
山 臨
口 時
県 特
消 例
費 基
者

ち
づ
く
り
拠
点
施
設
は
、
次
に

外 道 よ 流
の 館 う ま
部 に ち
分 加 づ
を え く
次 る り
の 。 拠
よ 点
う 施
に 設
改 条
め 例

ツ 号 二 流
交 月 ま
流 二 ち
ま 十 づ
ち 一 く
づ 日 り
く 拠
り 点
拠 施
点 設
施 条
設 例

の
日 よ て 特
か う 県 定
ら 環 民 非
施 境 活 営
行 の 動 利
す 整 を 活
る 備 行 動
。 を う 法

図 こ 人
る と 等
こ が が

行
政
活
性
化
基
金
の
項
の
次
に

掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

る （
。 平

成
十

下 七
年
山
口
県関 条
例

条 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条
る 例
条 を

と で 自
。 き 立

る し

る 中
と 欄
認 に
め 掲
る げ
経 る

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
四

市 十
九
号
）
の
一
部
を
次

例 こ
こ
に
公
布
す
る
。

費 設
の 置
財 の
源 目
に 的
充 を
て 達
る 成
と す
き る
。 た

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

山
口
県
知
事

二

め
知
事
が
必
要
が
あ

九

井

関

成
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ハ

会
議
室

一 第
ロ イ 五

山 条
多 サ 口 中
目 ッ 県 「
的 カ 立 サ
ス ー お ッ
ポ 場 の カ

道山
館口
県
立
下
関
武

園サ山
ッ口
カ県
ー立
交お
流の
公だ

三 第設ちス 欄 次 四のづポ 及 の 条名くー び 表 第称りツ 第 の 一拠交 四 第 項点流 欄 一 を施ま に 欄 次
ー だ ー 会ツ サ 交
広 ッ 流
場 カ 公 議ー 園

交 」
流 を 室公 「
園 ス
の ポ
施 ー
設 ツ

ルト 相 弓 剣 柔
ーレ
ムー 撲 道 道 道ニ
ン
グ 場 場 場 場

一
月
四

大 会 広多 サ
場目 ッ的

道 議 ス カ
ポ ーー

場 室 ツ 場

一
月
四

掲 に の施 げ 掲 よ
設 る げ う

と る にの お ス 改
名 り ポ め

と ー る称 す ツ 。
る 交
。 流

ま
使 ち

の 交
う 流
ち ま
次 ち
に づ
掲 く
げ り
る 拠
も 点
の 施

設

日
か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま

日
か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま

づ
く
り
拠
点用 施
設
に
設
け

日 た
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
次

で
の
日

午
前
九
時
か
ら
午

で
の
日

午 午
前 前
八 六
時 時
三 三
十 十
分 分

同
表
の
第
二
欄

使 に
掲
げ
る

用 施
の
よ
う
に
改
め
る
。

後
十
時
ま
で

か か
ら ら
午 午
後 後
十 十
時 時
ま ま
で で

設
の
使時
用
日
及

間 び
使
用
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第

一
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

「 「 「

午 午 午 午 午
後 後 後 後 後

「 「
別
表
第
一
サ
ッ
カ午 午 午 ー後 後 後

園
」 第
を 六 ト ヘ ホ

条「
ス 第 会 ト 相
ポ 二 議 レ 撲
ー 号 室 ー 場
ツ 、 ニ
交 第 ン

二
ニ ハ ロ イ

山
弓 剣 柔 大 口
道 道 道 道 県
場 場 場 場 立

下
関

三 一 一 三 一
時 時 時 時 時
か か か か か
ら ら ら ら ら
午 午 午 午 午
後 後 後 後 後
五 三 五 五 三
時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま
で で で で で

場一 三 一 に時 時 時 関か か か すら ら ら る午 午 午 部後 後 後 分五 五 三 中時 時 時
ま ま ま 「
で で で

流 七 グ
ま 条 ル
ち 、 ー
づ 第 ム
く 八
り 条
拠 、
点 第
施 九
設 条
」 第
に 一

武
道
館
の
施
設
の
う
ち
次
に
掲

二 二
万 万

三 三 六 四 四
千 千 千 百 百
四 四 八 八 八
百 百 百 十 十
円 円 円 円 円

四 二 二 午
万 千 千 後
九 五 五 一
百 百 百 時
六 六 六 か
十 十 十 ら
円 円 円 午

改 項
め 及
る び
。 第

三
項
、
第
十
条
第

げ
る
も
の

」 」 」
に を に
、 改

め
、
同
表
多
目
的
ス

後」 」 五を に 時、 ま
で

三
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

ポ
ー
ツ
広
場
に
関
す
る
部
分

五
千
百
二
十
円

」
を

、
第
十
三
条
並
び
に
第
十
四

一
一

中 条
中
「
サ
ッ
カ
ー
交
流
公



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

大
道

「「
別
表
第
一
に
次
の 午午 午よ 後後 後

場

の徴す
収る
す料
る金

専
用
使
用

他入
こ場
れ料
にそ

も徴す他入
の収るこ場
し料れ料
な金にそ

う 一三 一に 時時 時加 かか かえ らら らる 午午 午。 後後 後
五五 三
時時 時
まま ま
でで で

もを

学小
校学
及校
びの
中児
等童
教並 午 午 午
育び 前 後 後
学に 九 七 五

類の

午 午 午
後 後 前
三 一 午 九

いを類の

午 午 午 午
後 後 後 後
七 五 三 一 午

五二 二
万万 万
四七 七
千千 千
四二 二
百百 百
円円 円

校中 延 時 時 時
長 か か か

一 料 ら ら ら
人 一 午 午 午
三 時 後 後 後
時 間 五 十 七
間 に 時 時 時
以 つ ま ま ま
内 き で で で

時 時 前 延 時
か か 九 長 か
ら ら 時 料 ら
午 午 か 一 午
後 後 ら 時 後
五 三 正 間 五
時 時 午 に 時
ま ま ま つ ま
で で で き で

時 時 時 時 前
か か か か 九
ら ら ら ら 時
午 午 午 午 か
後 後 後 後 ら
十 七 五 三 正
時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま
で で で で で

」 」
に を
改
め
る
。

十
二 二
万 万
七 八 六 四
千 千 万 万
四 二 八 五
百 百 千 千

百 八 四 七 八
十 十 十 百 百
円 円 円 円 円

三 三 五
万 万 万
六 六 四 三 一
千 千 千 千 万
六 六 九 四 六
百 百 百 百 千
四 四 六 三 三
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

八 五 四 四 六
千 千 千 千 千
五 七 五 五 八
百 百 百 百 百
八 二 八 八 七
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

一
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

剣 柔
道 道

の

場 場

専
用
使
用

徴す他入
収るこ場
す料れ料
る金にそ

も徴す他入
の収るこ場
し料れ料
な金にそ

の及附
使び属
用器施
具設

器 放 選
送 手
施 控

個

人

使

午
後
七

もを類の

午 午 午
後 後 後
五 三 一 午

いを類の

午 午 午 午 午
前 後 後 後 後
九 七 五 三 一

具 設 室

一
点
、
一

午 組

用

そ 門並学高 の
の 学び校等 前
他 校にの学 期
の の大後校 課
者 学学期及 程

生及課び の
び程中 生
高の等 徒
等生教

時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

時 時 時 前 延
か か か 九 長
ら ら ら 時 料
午 午 午 か 一
後 後 後 ら 時
七 五 三 正 間
時 時 時 午 に
ま ま ま ま つ
で で で で き

時 時 時 時 時
か か か か か
ら ら ら ら ら
午 午 午 午 午
後 後 後 後 後
五 十 七 五 三
時 時 時 時 時
ま ま ま ま ま
で で で で で

前 又
九 は
時 一
か 式 一
ら 一 一 時
正 回 日 間
午 に に に
ま つ つ つ
で き き き

が千

専徒育

一 一
人 人
三 三
時 時
間 間
以 以
内 内

二
万
四
千
六
百
円

一
一 一 万

一 万 万 九
万 三 三 千 千
六 千 千 六 二
千 百 百 百 百
四 二 二 八 三
百 十 十 十 十
円 円 円 円 円

五
千 千 千
七 三 二 六 六
百 千 千 百 百
四 七 五 四 四
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

定二
め百
る円

二 額の 二
千 範 千
四 囲 七 二
百 内 百 百
六 で 七 二
十 知 十 十
円 事 円 円

三 二
百 百
四 二
十 十
円 円

一
三



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

弓
道

館下山
関口
武県
道立

場

専
用
使
用

す他入
るこ場
料れ料
金にそ

も徴す他入
の収るこ場
し料れ料
な金にそ

の附 個
使属
用施
設 人

講
使師

控
を類の

午 午 午
後 後 後
五 三 一 午

いを類の

午 午 午 午 午
前 後 後 後 後
九 七 五 三 一 午

室 用

そ 門並学高
の 学び校等
他 校にの学
の の大後校
者 学学期及

生及課び
び程中
高の等
等生教

の学小
前校学
期及校
課びの
程中児
の等童
生教並 午
徒育び 前
学に 九

時 時 時 前 延
か か か 九 長
ら ら ら 時 料
午 午 午 か 一
後 後 後 ら 時
七 五 三 正 間
時 時 時 午 に
ま ま ま ま つ
で で で で き

時 時 時 時 時 前
か か か か か 九
ら ら ら ら ら 時
午 午 午 午 午 か
後 後 後 後 後 ら
五 十 七 五 三 正
時 時 時 時 時 午
ま ま ま ま ま ま
で で で で で で

専徒育

一 一
一 人 人
時 三 三
間 時 時
に 間 間
つ 以 以
き 内 内

校中 延 時
長 か

一 料 ら
人 一 午
三 時 後
時 間 五
間 に 時
以 つ ま
内 き で

一 一 一
万 万 万

一 二 二 九
万 千 千 千 千
六 八 八 二 二
千 百 百 百 百
円 円 円 円 円

五 二
千 千 千 千
六 三 二 六 六 四
百 千 千 百 百 百
円 円 円 円 円 円

三 二
百 百

百 四 二
十 十 十
円 円 円

四
万

九 五
千 千
八 九
百 百

百 四 二
十 十 十
円 円 円

一
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

専
用
使
用

も徴
の収
し
な

の附
使属
用施
設

す他入 講
るこ場 師
料れ料

控金にそ

個

人

使
の徴
収
す
る

い

午 午 午
後 前 後
一 午 九 七

を類の 室

午 午 午
後 後 後
五 三 一 午

用

そ 門並学高 の学小
の 学び校等 前校学
他 校にの学 期及校
の の大後校 課びの
者 学学期及 程中児

生及課び の等童
び程中 生教並
高の等 徒育び
等生教 学に

も

午 午
前 後
九 七

時 前 延 時 時
か 九 長 か か
ら 時 料 ら ら
午 か 一 午 午
後 ら 時 後 後
三 正 間 五 十
時 午 に 時 時
ま ま つ ま ま
で で き で で

時 時 時 前
か か か 九
ら ら ら 時
午 午 午 か 一
後 後 後 ら 時
七 五 三 正 間
時 時 時 午 に
ま ま ま ま つ
で で で で き

専徒育 校中

一 一 一
人 人 人
三 三 三
時 時 時
間 間 間
以 以 以
内 内 内

延 時 時
長 か か
料 ら ら
一 午 午
時 後 後
間 五 十
に 時 時
つ ま ま
き で で

一
万

八 二 三
千 千 千 千
三 四 七 六 九
百 百 百 百 百
二 八 八 四 五
十 十 十 十 十
円 円 円 円 円

千
五

千 千 千 百
三 四 四 六 百
百 十 十 十 十
円 円 円 円 円

三 二
百 百
四 二 百
十 十 十
円 円 円

四
万

九 四 二
千 千 万
六 八 四
百 百 千
円 円 円

一
五



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

会備
議

ムント
グレ
ルー

相
撲

専 考 室用
使 専用
の
場 用合
の
利 使用
料
金

ーニ

個

人

使

個

人

使

場

の徴す他入
収るこ場
す料れ料
る金にそ

用の
基 そ準 の額 他の の計 者算
に
つ
い
て

用

門並学高 の学小 そ
学び校等 前校学 の
校にの学 期及校 他
の大後校 課びの の
学学期及 程中児 者
生及課び の等童
び程中 生教並
高の等 徒育び
等生教 学に

用

門並学高 の学小
学び校等 前校学
校にの学 期及校
の大後校 課びの
学学期及 程中児
生及課び の等童
び程中 生教並
高の等 徒育び
等生教 学に

もを類の

午 午 午 午
前 後 後 後
九 七 五 三

は
、 一次 一 人に 時 三定 間 時め に 間る つ 以と き 内こ
ろ
に

専徒育 校中

一 一 一
人 人 人
三 三 三
時 時 時
間 間 間
以 以 以
内 内 内

専徒育 校中

一 一
人 人
三 三
時 時
間 間
以 以
内 内

延 時 時 時 時
長 か か か か
料 ら ら ら ら
一 午 午 午 午
時 後 後 後 後
間 五 十 七 五
に 時 時 時 時
つ ま ま ま ま
き で で で で

よ
る
。

四
百
四 三
十 百
円 円

三
百

二 四
百 百 十
円 円 円

二
百
二 百
十 十
円 円

二
六 万 一 八
千 九 万 千
二 千 五 一 三
百 百 千 万 百
四 二 六 四 二
十 十 百 百 十
円 円 円 円 円

一
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県
立
都
市
公
園

２ （
る び 準
。 こ こ 備

れ の 行
に 条 為
関 例 ）
し に
必 よ
要 る

１ （
二 一 施

こ 行
別 次 の 期 附
表 項 条 日
第 の 例 ） 則
一 規 は
の 定 、
改 平

別道山 表館口 第県 二立 に下 次関 の武 よ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

な 改
手 正
続 後
そ の
の 山
他 口
の 県
行 ス
為 ポ
は ー
、 ツ
こ 交

正 公 成
規 布 二
定 の 十

日 三（
サ 年
ッ 七
カ 月
ー 二
場 十
に 一
関 日
す か

うシ 照 冷 に
加
え暖
るャ 明
。

房

ワ 設
設

会 す
議 山 る 山
室 口 。 口
を 県 県
使 立 立
用 お お
す の の
る だ だ
場 サ サ
合 ッ ッ
に カ カ

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

の 流
条 ま
例 ち
の づ
施 く
行 り
前 拠
に 点
お 施
い 設
て 条

る ら
部 施
分 行
及 す
び る
多 。
目 た
的 だ
ス し
ポ 、
ー 次

ー 備 備 準 ー ー
用 交 交
す 流 流
る 公 公
。 園 園

の の
項 項
の の
備 備
考 考
の の

も 例
、 （
改 以
正 下
後 「
の 改
条 正
例 後
第 の
十 条
条 例

ツ の
広 各
場 号
に に
関 掲
す げ
る る
部 規
分 定
に は 者限 、

一 一
一 時 時
回 間 間
に に に
つ つ つ
き き き

実 者実 者実

は か
、 ら
大
道 ま
場 で
、 、
柔
道 及
場 び
、

及 」
び と
第 い
十 う
一 。
条 ）
の 第
規 九
定 条
の 第
例 一

がる 当 定。 該 め） 各 る号 額平 に
成 定
二 め
十 る
三 日
年 か
四 ら

費 が費 が費
を 定を 定を
勘 め勘 め勘
案 る案 る案
し 額し 額し
て て て
指 指 指
定 定 定
管 管 管
理 理 理

剣 は
道 、
場 こ
、 の
弓 場
道 合
場 に
又 準
は 用

一
七

に 項
よ の
り 規
行 定
う に
こ よ
と る
が 指
で 定
き 及

月 施
一 行
日 す

る
。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別
表
第
二
維
新
百
年専

園維
新
百
年
記
念
公

第
二
条
第
一
項
の
表

山
山 口
口 県 平
県 山 条 成
立 口 例 二
都 県 第 十
市 立 四 二
公 都 十 年
園 市 号 十

記用 野念使 公 外用 園 音の
項 楽
陸 堂上
競
技
場午 に

弓 ンス テ 球
タポ
ーー ニ

道 ツ 技
文 ス
化

場 セ 場 場

一
月
四

維カラ 補 陸 新ーグ 助 上 百場ビ 陸 競 年ー 上 技 記・ 競 場 念サ 技 公ッ 場 園
の
項
を
次

条 公 二
例 園 月

条 二（
昭 例 十
和 の 一
四 一 日
十 部
八 を
年 改
山 正
口 す
県 る前 関八 す時 る三 部十 分分 をか 次ら の正 よ午 うま に

日
か
ら
十
二
月
二
十
八
日
ま

の
よ
う
に
改
め
る
。

条 条
例 例
第
三
号
）
の
一
部
を
次で 改

め
る
。二

万
二
千
二
百
三

で
の
日

午 午 午
前 前 前
九 六 六
時 時 時
か 三 三
ら 十 十
午 分 分

午 午
前 前
八 八
時 時
三 三
十 十
分 分

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

十
円

後 か か
十 ら ら
時 午 午
ま 後 後
で 十 七

時 時
ま ま
で で

か か
ら ら
午 午
後 後
七 十
時 時
ま ま
で で

山
口
県
知
事

二

井

関

成

一
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

附

グ第 グ第
ル二 ル一
ート ート 個

グ第 グ第
ル二 ル一
ート ート

場競
技

属
施
設
及
び
器
具
の
使
用

ムレ ムレ 人
ー ー 使
ニ ニ 用
ン ン

そ 徒学中小
の 校学学
他 の校校
の 前及の
者 期び児

ムレ ムレ の
ー ー
ニ ニ
ン ン

午
前
八

収料にの入
す金類他場
るをすこ料
も徴るれそ

午

も収料にの入
のし金類他場
なをすこ料
い徴るれそ

午
前
八

課中童
程等並
の教び
生育に

一 一
人 人
三 三
時 時
間 間
以 以

時
三
十

延 分
長 か
料 ら

一 一 一 午
時 時 時 後
間 間 間 五
に に に 時
つ つ つ ま

午 午 午 前
後 後 後 八
七 五 一 時
時 時 時 三 延
か か か 十 長
ら ら ら 分 料
午 午 午 か 一
後 後 後 ら 時
十 七 五 正 間
時 時 時 午 に
ま ま ま ま つ

時 午 午 午
三 後 後 後
十 七 五 一
分 時 時 時
か か か か
ら ら ら ら
午 午 午 午
後 後 後 後
五 十 七 五
時 時 時 時
ま ま ま ま

内 内

百
三 五

き き き で

七 三
万 十
六 八
千 万
百 千

二 三 六 四

で で で で き

十
七

十 十 二 万
九 二 十 七 九
万 万 万 千 千
四 七 三 八 五
百 千 千 百 百
八 四 二 四 二

で で で で

四 一
万 二 万
七 万 五 二
千 三 千 万
六 千 八 五
百 八 百 千
三 百 八 四

百 十
円 円

千 千 十 十
円 円 円 円

十 十 百 十 十
円 円 円 円 円

十 十 十 百
円 円 円 円

一
九
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場陸
上
競
技

器 放 競備 技
送 用

設大 特 会
型 別映

の る に 使 規
基 県 。 使 用 定
準 の 用 す す
額 住 す る る
の 民 る 場 学
百 以 場 合 校
分 外 合 又 の
の の の は 児
五 者 利 体 童
十 が 用 育 、
に 使 料 の 生

し き い
児 て 、 い 「
童 計 又 、 延
、 算 は 当 長
生 す そ 該 料
徒 る の 許 」
若 。 時 可 と
し 間 使 は
く が 用 、
は 一 時 許
学 時 間 可

考 計の 施 測場 施合 具 設 設の
利
用
料
金
の 一基 点準

像 会 議
表 議示
施 室 室

相 用 金 振 徒
当 す の 興 及
す る 基 を び
る 場 準 目 学
額 合 額 的 生
を の は と を
当 利 、 す い
該 用 前 る う
利 料 記 公 。
用 金 の 共 以
料 の 利 的 下

生 間 を 使
未 超 用（

学 満 え 時
校 で て 間
教 あ 使 を
育 る 用 超
法 と し え

き た て（
昭 は 時 使
和 、 間 用
二 そ に し

、額 一の 組計 又算 はに 一つ 式い 一 一 一て 回 日 日は に に に、 つ つ つ次

一 一 一
時 時 時
間 間 間
に に に
つ つ つ

金 基 用 団 こ
の 準 料 体 の
基 額 金 が 表
準 は の ア に
額 、 基 マ お
に 前 準 チ い
加 記 額 ュ て
算 の の ア 同
し 利 半 ス じ
た 用 額 ポ 。
額 料 と ー ）

十 の 一 た
二 端 時 部
年 数 間 分
法 の 未 に
律 時 満 対
第 間 の す
二 は 端 る
十 、 数 利
六 一 が 用
号 時 あ 料
） 間 る 金

き き きに
定 囲一め 内万る で二と 知千 一こ 事九 五 万ろ が百 千 千に 定四 三 九よ め十 百 百る る円 三 二。

き き き

事八 事六
が百 が百
定八 定六
め十 め十

二 る円 る円
額の 額の千

九 範 範
百 囲 囲
二 内 内

と 金 す ツ が に と と を 額の 十 十
範 円 円

十 で で
円 知 知

二
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

のを
徴
収

れ入
に場
類料 専

別
表
第
二
維
新
百
年

し
な
い
も

すそ 用
るの 使
料他 用
金こ

午

記
念 前 事 額
公 記 が 電 と
園 の 定 気 す
の 利 め 、 る
項 用 る ガ 。
陸 料 場 ス
上 金 合 又
競 の に は
技 基 限 水
場 準 る 道
に 額 。 を

す る に 催
る 催 入 三 物 入
料 物 場 を の 場
金 の 料 乗 た 料
の た そ じ め そ
最 め の て に の
高 に 他 得 使 他
額 使 こ た 用 こ
に 用 れ 額 す れ
百 す に を る に
を る 類 当 場 類

の を す
百 い 休 る
分 う 日 。
の 。 等
二 ） （
十 に 日
に 使 曜
相 用 日
当 す 及
す る び
る 場 土午

後
七
時
か
ら
午
後
十
時
ま

午 午 前
後 後 八
五 一 時
時 時 三
か か 十
ら ら 分
午 午 か
後 後 ら
七 五 正
時 時 午
ま ま ま

関 に ） 使
す 加 の 用
る 算 利 す
部 し 用 る
分 た 料 場
の 額 金 合
次 と の （
に す 基 水
次 る 準 道
の 。 額 を
よ は 使

乗 場 す 該 合 す
じ 合 る 利 の る
て の 料 用 利 料
得 利 金 料 用 金
た 用 を 金 料 を
額 料 徴 の 金 徴
を 金 収 基 の 収
前 の し 準 基 し
記 基 、 額 準 な
の 準 か に 額 い
利 額 つ 加 は で

額 合 曜
を の 日
当 利 並
該 用 び
利 料 に
用 金 国
料 の 民
金 基 の
の 準 祝
基 額 日
準 は にで

九
千
三

で で で

九 八
千 千

六 九 六
千 百 百
二 二 八

う 、 用
に そ す
加 の る
え 実 場
る 費 合
。 に に

相 あ
当 つ
す て
る は
額 、

用 は 、 算 、 営
料 、 営 し 前 利
金 入 利 た 記 又
の 場 又 額 の は
基 料 は と 利 宣
準 そ 宣 す 用 伝
額 の 伝 る 料 を
に 他 を 。 金 目
加 こ 目 の 的
算 れ 的 基 と
し に と 準 す

額 、 関
に 前 す
加 記 る
算 の 法
し 利 律
た 用 に
額 料 規
と 金 定
す の す
る 基 る
。 準 休百

円
百 十 十
円 円 円 を 知 た 類 す 額 る 額 日

二
一
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器 放備
送

そ 生高 学小
の 徒等 校学

附 他 並学 の校

競補
技助
場陸
上

をれ入
徴に場

個 収類料考
の 施場
合 具 設の
利
用
料
金
の 一基 点準

属 の び校 前の
施 者 に及 期児
設 大び 課童
及 学中 程並
び 及等 のび
器 び教 生に
具 高育 徒中
の 等学 学
使 専校 校
用 門の 及

学後 び

人 すすそ
使 るるの
用 も料他

の金こ

午
前
八

午
前

午 八
、額 一の 組計 又算 はに 一つ 式い 一 一て 回 日は に に、 つ つ次

校期 中
の課 等
学程 教
生の 育

一 一 一
人 人 人
三 三 三
時 時 時
間 間 間
以 以 以

時 午 午
三 後 後
十 七 五

延 分 時 時
長 か か か
料 ら ら ら
一 午 午 午
時 後 後 後
間 五 十 七
に 時 時 時
つ ま ま ま

午 前 時
後 八 三
一 時 十
時 三 延 分
か 十 長 か
ら 分 料 ら
午 か 一 午
後 ら 時 後
五 正 間 五
時 午 に 時
ま ま つ ま

き きに
定 事六め が千る 定三と め十こ る円 三ろ 額の 千に 範 七よ 囲 百る 内 五。

内 内 内

二
百 百
四 二 六

き で で で

二
万 十
九 四 七 四
千 万 万 万
七 八 四 九
百 千 千 千
六 八 四 六

で で き で

七 六
万 万
九 九 三 一
千 千 千 万
三 四 七 八
百 百 百 千
六 四 二 六

で 十
知 円

十 十 十
円 円 円

十 百 百 百
円 円 円 円

十 十 十 百
円 円 円 円

二
二
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午
後

「 「 「

午 午 午 午
後 後 後 後

「 「 「

午 午 午 午
後 後 後 後

考「
」 」 別
を の 表
削 第下
り 二に
、 維「
同 及 新
項 び 百午 午 ス 補 年後 後

七
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

五 五 七 五
時 時 時 時
か か か か
ら ら ら ら
午 午 午 午
後 後 後 後
七 九 九 七
時 時 時 時
ま ま ま ま
で で で で

五 七 五 五
時 時 時 時
か か か か
ら ら ら ら
午 午 午 午
後 後 後 後
九 九 七 九
時 時 時 時
ま ま ま ま
で で で で

ポ 助 記七 五 ー 陸 念時 時 ツ 上 公か か 文 競 園ら ら 化 技 の午 午 セ 場 項後 後 ン に テ九 七 タ 関 ニ時 時 ー スすま ま に 場るで で 関 に部
す

る
陸 部 補
上 分 助
競 の 陸
技 面 上
場 積 競
に に 技
関 応 場
す じ の
る 、 一
部 知 部

一
万
六
千
四
百
六
十
円

一 三 六 六
万 万 万 万
六 二 五 五
千 千 千 千
四 九 八 八
百 百 百 百
六 二 六 六
十 十 十 十
円 円 円 円

十 三 三 六
三 万 万 万
万 二 二 五
千 千 千 千
七 九 九 八
百 百 百 百
三 三 三 六
十 十 十 十
円 円 円 円

関分
る すの
部 る備
分 部考の 分の八 八

の千 千 中 」 備二 二
を 考「百 百
加 中三 三
え十 十 「
、 の円 円

分 事 を
の が 使
備 定 用
考 め す
は る る
、 額 場
こ と 合
の す の
場 る 利
合 。 用
に 料

」 」 」
に にを
、 、

」 」 」
にを を
、

同」 か項に らラ、 午 グ
後 まビ
五 ー で
時 ・ 及
か サ び
ら ッ
午 カ 」
後 ー を

準 金
用 の
す 基
る 準
。 額

は
、
当
該
使
用九 場 削

時 に り
ま 関 、
で す 同

る 項
部 球
分 技

一 の 場
万 備 に
六 考 関
千 中 す

す

二
三

四 る「
百 の 部
六 分
十 か の
円 ら 備

考」
ま 中を
で 「
及 の
び 備
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「

競補 シ 照
技助
場陸 ャ 明
上

ワ 設
照

ー 備
明

の 改「 「
別 め浴 表 」 」 、
第 に に 同
三 改 改 項
維 め め 多
新 、 、 目
百 同 同 的室 年 項 表 体

に 野 「
改 外 並
め 音 び
、 楽 に
同 堂 補
表 に 助
萩 関 陸
ウ す 上 午 午ェ る 競 後 後

「 「 「

午 午 午 午
後 後 後 後

設

備

記 温 柳 育
念 水 井 館
公 利 ウ に
園 用 ェ 関
の 型 ル す
項 健 ネ る
陸 康 ス 部
上 運 パ 分
競 動 ー の
技 施 ク 備
場 設 の 考
に に 項

ル 部 技 七 五ネ 分 場 時 時ス の に か かパ 備 関 ら らー 考 す 午 午ク の る 後 後の 一 部 九 七項 の 分 時 時多 の ま ま目 中 備 で で的 考「
広 の

五 七 五 五
時 時 時 時
か か か か
ら ら ら ら
午 午 午 午
後 後 後 後
九 九 七 九
時 時 時 時
ま ま ま ま
で で で で

一
一 時
回 間
に に
つ つ

一 き き
時
間 者実 者実
に が費 が費
つ 定を 定を

の関 関 多
す す 目 中一 る る 的回 「部 部 広に 分 分 場 」つ 中 の に をき 備 関 「考 す者実 の る 」が費 部 に定を 中 分

場 」
に を 」
関 に「
す 改
る 」 め
部 に 、
分 改 同 四 四の め 項 千 千備 、 弓 百 百考 同 道 円 円中 備 場

二
十

十 十 六
三 三 万
万 万 三

八 千 千 千
千 七 七 四
二 百 百 百
百 四 四 九
十 十 十 十
円 円 円 円

き め勘 め勘
る案 る案

者実 額し 額し
が費 て て
定を 指 指
め勘 定 定
る案 管 管
額し 理 理
て 」 」指 に定 改

改め勘 の「る案 め陸 備額し 、上 考て 同競 中指 備技 「定 考場管 の」 ま理 を で
中」「

補 をを 「
陸助

考 に 」「
の 関 に

ま 二 す 改
で の る め
」 部 、
を 中 分 同

の 部「 「
陸 備 分

ま 上 考 の
で 競 の 備
及 技 一 考

」 」 」
にを を
、

管 め理 、
同
部
分
の
次
に
次
の
よ

「
上陸
競上 ま
技競 で
場技 及
」場 び
を」 補

に 助 「
補、 陸
助上「
陸競
上」 技

び 場 の の
補 」 一
助 を 中 の
陸 「 「
上 補 の 中
競 助 「
技 陸 か 及
場 上 ら び
に 競
関 技 ま か
す 場 で ら

う
に
加
え
る
。

競を 場
技に「
場関
」」 す
にに る
、改 部

め 分 「
る の

」。 備
考 を

る 」 及
部 に び ま
分 、 で
の 」 」「
備 を を
考 」 削 「
の を り 、

、「
」 同 及
に 」 項 び

二
四
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こ 六の
条 附
例

号は 則
、
平
成 営

を
別 別「 六表 第 表
第 三 第
四 条 三

号の 第 の
五 一 備
号 項 考
営 第 一 営

山
別 風 口
表 俗 県
第 営 風 条
三 業 俗 例
の 等 営 第
五 の 業 四
号 規 等 十
営 制 の 一

風 こ
平 俗 の
成 営 条 附
二 業 例
十 等 は 則
二 の 、
年 規 平
十 制 成

二
十
三 業年
三 山月 口一 県日 のか 区ら 域施
行

業 二 中
の 号 「
項 イ い 業の 」 う
次 に 」 山に 改 を 口次 め 「 県の る い のよ 。 い 区う 、 域に 六
加 号

業 及 規 号
の び 制
項 業 及
の 務 び
次 の 業
に 適 務
次 正 の
の 化 適
よ 等 正
う に 化
に 関 等
加 す に

二 及 二
月 び 十
二 業 三
十 務 年
一 の 三
日 適 月

正 十
化 九
等 日
に か
関 ら
す 施

す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
三

え 営
る 業
。 と

は
、
同
項
第
六
号
の

え る 関
る 条 す
。 例 る

条（
昭 例
和 の
五 一
十 部
九 を
年 改
山 正

る 行
条 す
例 る
の 。
一
部
を
改
正
す
る

の
備
考
二
の
改
正
規
定
は
、

政
令
で
定
め
る
営
業
を
い
う

口 す
県 る
条 条
例 例
第
二
十
二
号
）
の

条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

同
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

」
に
改
め
、
同
備
考
二
中

一 山
部 口を
次 県
の 知よ
う 事
に
改
正 二
す

二
五

る
。

「
第
三
条
第
一
項
第
二
号
」

る
。 井

関

成
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